
～素晴らしい活躍でした～ おめでとうございます！ 

 

 

 

 

８月２５日から元気な生徒の姿が学校に戻ってきました。夏休み中、例年以上の厳しい猛暑でしたが、生徒が大きな事件や事故に

巻き込まれず、無事に２学期を迎えることができたのも、ご家庭や地域の方々のご協力によるものと感謝を申し上げます。 

２学期の授業日は８３日間の予定です。今年度から体育大会を５月に移動したので、落ち着いて学習に入ることが

できています。２学期は、文化発表会をはじめとする各種学校行事を予定しています。それぞれの場面で一人一人の

生徒が活躍し、元気で楽しい学校生活の実現に向けて、私たち教師も力を尽くしていきたいと思っています。 

始業式では、生徒の皆さんにこのような話をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「悔しさ」は、心の奥底に燃え盛る小さな炎だと思ってください。その炎は、いつかあなたを成長させ

るための力になります。逃げずに、その炎を静かに見つめ続けてください。なぜ悔しいのか、どうすれば

次は勝てるのか、成功できるのか。その答えが見つかった時、あなたはきっと、以前よりもっと強くなれ

ます。「悔しさ」は、あなたが未来で輝くための、最高の原動力になりうると思います。しかし「悔し

さ」は、時間が経つと薄れてしまいがちです。「悔しさ」を力に変え、目標を達成するために、次のこと

を試してみてください。 

まず、なぜ悔しいのか、その理由を具体的に紙に書き出します。漠然とした感情ではなく「あと１点で合格できなかった」「練習

でミスをした」のように、事実を明確にすることが重要です。次に何をすべきかを具体的に計画へ落とし込みます。単に「次は頑張

る」ではなく「毎日３０分苦手な数学の問題を解く」のように、すぐに始められる小さな行動に分割します。そして、その計画を机

の前に貼るなど、常に目につく場所に置きましょう。悔しさを忘れてしまいそうな時、その紙が自分を奮い立たせてくれます。悔し

さを原動力に変えて、前に進みましょう。 

２学期の終業式の時に、「良い２学期だった」と感想が言える生活が送れるといいですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大会名 成績 名前 

７月２５日 佐賀県吹奏楽コンクール 中学の部 Bパート 銅 賞 北茂安中学校 

８月 ２日 全日本卓球選手権大会東部地区予選   

カデット女子シングルス（14歳以下の部） 
第３位 

佐藤 瑚桃 

（県大会出場） 

８月 ７日 九州中学校総合体育大会 剣道競技 男子団体 優勝 北茂安中学校 

８月１０日 第58回少年玉竜旗争奪剣道大会 剣道競技 

（中学生の部）男子団体 

敢闘賞 

個人５人抜き 

北茂安中学校 

白井 匠 

８月１６日 第47回大麻旗争奪中学剣道大会 剣道競技 

（中学生の部）男子団体 

優勝 

優秀選手賞 

〃 

北茂安中学校 

嘉村 光太 

太田 蒼士 

８月２５日 全国中学校総合体育大会 剣道競技 個人 ベスト８ 

敢闘賞 

嘉村 光太 

８月 ７日 九州中学校総合体育大会 新体操 男子団体の部 

チーム名『神埼ジュニア新体操クラブ』 
第３位 伊藤 怜生 宮﨑 歩陸 

 

希 望 坂(北中だより)
第５号 令和７年９月５日    

    みやき町立北茂安中学校  

校長 原田 浩臣 
https://www.education.saga.jp/hp/kitashigeyasu-j/ 

「

生徒の活躍を紹介します 

二学期が始まりました 

本校の剣道部が全国大会に出場したので応援に行ってきました。ここまで出場できること自体がすごいことなのですが、監

督・選手・保護者の皆さんにとっては、満足いく結果が得られず大変悔しい思いもしたのではないかと思います。この「悔し

い」という気持ちについて少しお話をしたいと思います。 

皆さんは、多くの場面で「悔しい」と感じたことがあると思います。最近だと、中体連で負けたとき、コンクールで満足いく

結果が出なかったとき、テストの点数が悪かったとき、大切な人をがっかりさせてしまったときなどがあると思います。その時

は「悔しい」と思い、「次こそ頑張る」「もう二度と同じ失敗はしないぞ」と思うものですが、一番難しいのはこの思いを持続

させることです。中には、次の日には忘れてしまう人もいます。ポジティブに終わったことは忘れ、気持ちを切り替えることも

大事ですが、この「悔しい」という思いをぜひエネルギーに変えてほしいと思います。歴史の授業で習いますが、かつて日本は

「三国干渉」という出来事で国民の多くが大変悔しい思いをしました。その時の気持ちを忘れないように多くの国民が「臥薪嘗

胆」を合言葉に頑張りました。この「臥薪嘗胆」の「臥薪」は「かたい薪（まき）の上で寝る」、「嘗胆」は「にがい肝（き

も）をなめる」という意味で、痛みや苦さであの時の悔しさを決して忘れないという意味でつかわれます。 

ぜひ「悔しさ」を持続できる人になって自分を大きく成長させてください。 

【剣道部】町表敬訪問の様子 


